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株
式
投
資
は
「修
正
積
立
法
」
で

プ
ロ
に
は
で
き
な
い
秘
伝
の
逆
張
り
手
法

日
本
の
株
価
は
昨
年
の
高
値
か
ら
下
落
し
、
円
相
場
と
連
動
し
な
が
ら
方
向
感
の
な
い
上
下
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

日
経
平
均
で
２
万
円
超
え
を
維
持
す
る
こ
と
に
失
敗
し
、
日
本
株
の
投
資
リ
タ
ー
ン
は
、
２
０
０
０
年
以
降
の
長
期
で
見

て
も
米
国
株
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
見
劣
り
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
分
散
投
資
で
長
期
に
保
有
す
れ
ば
報
わ
れ
る
と

い
う
株
式
投
資
へ
の
基
本
的
な
信
頼
感
は
、
日
本
で
は
失
わ
れ
た
ま
ま
だ
。
し
か
し
、
少
し
工
夫
す
る
と
日
本
株
で
も
リ

タ
ー
ン
の
向
上
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
手
法
を

「修
正
積
立
投
資
法
」
と
し
て
紹
介
す
る
。

円と株価の高い相関関係
　　　ｏ爆９０大一』上の憫』「焼卸蜘鰊融蜘

今
年
の
春
以
降
、
日
本
株
価
と
円
相
場
　
　
は
０

。
８‐
と
非
常
に
高
い
。
こ
れ
は
、
ド

は
方
向
感
の
な
い
上
下
動
が
続
い
て
い
る
。
　

ル
円
相
場
の
変
化
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
変
化

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動
以
来
、
円
相
場
と
日
　
　
の
８‐
％
を
説
明
で
き
て
し
ま
う
こ
と
を
意

本
株
の
変
化
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
相
関
関
　
　
味
す
る
。
ま
た
、
近
似
線
の
傾
き
か
ら
、

係
が
高
い
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
　
　
ド
ル
円
相
場
の
１
％
の
ド
ル
上
昇

（円
下

お
こ
う
ｏ

‐３
年
１
月
か
ら
１６
年
４
月
末
ま
　
　
落
）
に
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
約
２
％
の
上
昇
が

で
の
ド
ル
円
相
場
と
東
証
株
価
指
数

　

対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み

（Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
、
い
ず
れ
も
月
末
引
値
）
　

に
こ
の
関
係
を
前
提
に
す
る
と
、
１

′レ
ド
＝

の
前
年
同
月
比
の
変
化

（％
）
を
、
散
布
　
　
１
０
３
円
ま
で
円
高
が
進
ん
だ
場
合
、
株

図
に
し
た
の
が
図
表
１
で
あ
る
。　
　
　
　
　
価
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
ド
ル
円
相
場

１
０
３
円

に
対
応

す

る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は

１
０
８
９
、

日

経

平

均

で

は
１
万

３
３
８
０
円
に
な
る
。

も
と
よ
り
‐３
年
以
降
の
円
安
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
日
本
が
デ
フ
レ
傾
向
を
脱
し
、

マ
イ
ル
ド
な
イ
ン
フ
レ
率

（消
費
者
物
価

指
数
で
対
前
年
比
２

・
０
％
）
を
回
復
す

る
と
い
う
期
待
を
先
取
り
す
る
こ
と
で
始

ま
っ
た
。
円
の
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
と
は
、

円
の
購
買
力
の
低
下
で
あ
る
。
従

っ
て
、

長
期
で
の
妥
当
性
の
高
い
相
対
的
購
買
力

平
価
の
原
理
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
は
理
に

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
。
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、東
京
三
菱
銀
行
（現
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、

０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ｏ

０９
年
４
月
か
ら
現
職
。

１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）
。著
作
に
「稼
ぐ

経
済
学
穴
光
文
社
）
、
「な
ぜ
人
は
市

場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
穴
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）な
ど
。

か
な

っ
た
こ
と
だ
。
逆
に
言
う
と
、
イ
ン

フ
レ
ロ
標
の
達
成
に
最
終
的
に
失
敗
し
た

と
多
数
の
市
場
参
加
者
が
判
断
す
れ
ば
、

急
速
に
円
高
と
株
安
に
戻

っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

長
期

投
資

で
も
低

い
リ
タ

ー
ン

株
価
は
２
０
０
０
年
以
降
も
日
経
平
均

で
高
値
圏
は
お
お
む
ね
２
万
円
前
後
、
底

値
圏
は
１
万
円
割
れ
の
レ
ン
ジ
で
景
気
循

環
に
合
わ
せ
て
上
下
動
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
　

一

方
、

米

国

株

価

指

数

Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
は
、
上
昇
と
反
落
を
繰
り

返
し
な
が
ら
も
、

０８
年
の
金
融
危
機
前
の

高
値
を
大
き
く
更
新
し
て
お
り
、
日
本
株
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と
は
実
に
対
照
的
だ
。
果
た
し
て
、
日
本

株
で
も
長
期
保
有
の
分
散
投
資
で
リ
タ
ー

ン
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
次
に
こ
れ
を
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
標
準
的
な
投
資
手
法
と
そ
の
リ

タ
ー
ン
と
し
て
、
２
０
０
０
年
１
月
か
ら

毎
月
末
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
連
動
型
上
場
投
資

信
託

（Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
に
定
額

（
こ
こ
で
は
１

万
円
）
を
積
立
投
資
し
た
場
合
を
考
え
よ

う
ｏ

‐６
年
４
月
末
ま
で
の
累
積
投
資
額
は

１
９
６
万
円
、
４
月
末
時
点
の
資
産
時
価

総
額
は
２
３
８
万
円
と
な
り
、
資
産
時
価

総
額

（グ
レ
ー
の
線
グ
ラ
フ
）
の
累
積
投

資
額

（グ
レ
ー
の
縦
棒
グ
ラ
フ
）
に
対
す

る
倍
率
は
１

・
２‐
倍
と
な
る

（キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
２‐
％
）
（図
表
２
）
。

年
率
換
算
し
た
リ
タ
ー
ン
を
求
め
る
た

め
に
、
こ
の
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の

配

当

を

含

ま

な

い

内

部

収

益

率

含
ユ
ｑ
“
巴

”
”
お

ｏ
『　
”
の
ご
８
、　
以

下

Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
を
計
算
す
る
と
約
２

・
８
％
と

な
る

（計
算
を
簡
便
化
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
は
年
１
回
と
し
て
計
算
）
。
こ
の

期
間
の
平
均
配
当
利
回
り
を
１

・
５
％
と

す
る
と
簡
略
化
し
た
計
算
だ
が
、
総
合
年

率
リ
タ
ー
ン
は
４

ｏ
３
％
で
あ
る

（税
引

き
前
利
回
り
、
以
下
同
様
）
。

一
方
、
円
資
金
で
同
じ
期
間
米
国

の

Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｆ
に
定
額
積
立

投
資
を
し
た
場
合
は
、
資
産
時
価
総
額
は

３
３
２
万

円

と
な

り
、

累

積

投

資

額

１
９
６
万
円
に
対
す
る
倍
率
は
１

・
６９
倍
、

配
当
を
含
ま
な

い
Ｉ
Ｒ
Ｒ

は
６

ｏ
９
％
、
平
均
配
当

利
回
り
を
２

・
０
％
と
す

る
と
、
総
合
投
資
リ
タ
ー

ン
は
８

ｏ
９
％
に
な
る
。

つ
ま
り
日
本
株

の
投
資
リ

タ
ー
ン
の
約
２
倍
だ

（図

表
３
）
。
図

で
は

「
円
換

算
一　
の
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０

＝

Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
指
数

×
ド

ル
円
相
場
」
で
表
示
し
て

い
る
。

米
国
株
が

一
貫
し
て
超

長
期

で
上
昇
傾
向
を
持
続
す
る

一
方
、

１
９
９
０
年
代
以
降
の
日
本
株
は
上
昇
ト

レ
ン
ド
を
失
い
、
大
局
的
な
横
ば
い
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
各
種

企
業
収
益
率
の
違
い
な
ど
ミ
ク
ロ
的
な
事

情
も
あ
ろ
う
が
、
次
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
的

な
事
情
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
趨
勢
的
な
イ
ン
フ
レ
率
と
人

口
増
加
率
の
双
方
で
の
米
国

∨
日
本
の
格

差
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
米
の
名
日
経

済
成
長
率
は
米
国

∨
日
本
だ

（
一
方
、
１

人
当
た
り
の
長
期
的
な
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国

内
総
生
産
）
成
長
率
は
日
米
間
で
あ
ま
り

違
い
は
な
い
）
。
国
民
所
得
に
占
め
る
企

業
利
益
の
シ
ェ
ア
や
海
外
事
業

か
ら
の
収
益
シ
ェ
ア
な
ど
他
の

条
件
が
仮
に

一
定
で
も
、
名
目

で
測

っ
た
日
本
の
企
業
利
益
成

長
率
は
米
国
の
そ
れ
よ
り
も
低

く
な
る
。
株
価
の
長
期
的
な
成

長
率
も
、
こ
う
し
た
マ
ク
ロ
経

済
的
事
情
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

シ
ン
プ
ル
に
リ
タ
ー
ン
向
上

そ
れ
で
は
、
日
本
株
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
投
資
で
長
期
に
リ
タ

ー
ン
を
上
げ
る
の
は
無
理
か
と

い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

1900

実
は
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
手
法
で
リ
タ

ー
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ
そ

れ
を
示
し
た
の
が
、
図
表
４
だ
。
毎
月
１

単
位
の
金
額
を
定
額
積
立
す
る
の
は
同
じ

で
あ
る
。
同
時
に
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
過
去
５

年

間

の
移

動

平

均

値

を

計

算

し
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
月
末
の
水
準
が
５
年
移
動

平
均
値
よ
り
３０
％
下
回
る
場
合
は
例
月
の

５
倍
の
金
額
を
購
入
し
、
反
対
に
３０
％
上

回
る
局
面
で
は
５
倍
の
金
額
を
売
る
。

つ

ま
り

「安
く
買

っ
て
、
高
く
売
る
」
自
動

的
な
仕
組
み
を
加
え
る
の
だ
。

図
表
４
の
グ
レ
ー
の
縦
棒
が
示
す
累
積

投
資
額
の
変
化
に
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

1500

(図表1〉 ドル円相場とTOPiXの変化
(2013年 1月 から16年4月 )

縦軸 :TOPIX前 年同月末比 (%)

y=19622x-20285
R2=08117
R=09009

2016年
4月末 o・

-20

-20

-40」 ■
■           横軸 :ドル円前年同月末比(%)

近々1ドル=103円 になった場合の推計値

(出所)Yahooフ ァイナンス、日銀

〈図表2〉TOPIXに よる定額積立投資法
(単位 :円 )
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買
い
増
し
局
面
で
は
累
積
投
資
額
が
例
月

よ
り
急
勾
配
で
増
加
し
、
売
り
局
面
で
は

減
少
す
る
。
グ
レ
ー
の
線
で
示
し
た
資
産

時
価
総
額
が
累
積
投
資
額
を
上
回

っ
て
い

る
と
き
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
、
逆
な
ら

ば
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
自
動
的
な
売
買
を
加
え
る
と
、

１６

年
４
月
末
時
点

の
資
産
時
価
総
額

は

２
９
３
万
円
で
、
そ
の
時
点
の
累
積
投
資

額
１
２
１
万
円
に
対
す
る
倍
率
は
、
定
額

積
立
投
資
の
１

・
２‐
倍
か
ら
２

・
４２
倍
に

向
上
す
る
。
配
当
を
含
ま
な
い
Ｉ
Ｒ
Ｒ
は

約
８

ｏ
９
％
で
あ
り
、
平
均
配
当
利
回
り

１

・
５
％
を
加
え
る
と
１０

。
４
％
に
な
る
。

こ
れ
は
前
掲
の
米
国
株
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
ベ

ー
ス
の
年
率
リ
タ
ー
ン
を
上
回
る
。

売
買
シ
グ
ナ
ル
と
な
る
移
動
平
均
か
ら

の
乖
離
幅
３０
％
と
ぃ
ぅ
比
率
は
、
実
は

２
０
０
０
年
以
降
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
値
と

そ
の
５
年
移
動
平
均
と
の
乖
離
幅
の
標
準

偏
差
だ
（月
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
。

つ
ま
り
、

全
期
間
の
約
３
分
の
１
の
期
間
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
５
年
移
動
平
均
か
ら
上
か

下
に
３０
％
以
上
乖
離
し
て
い
る
。
上
か
下

に
飛
び
出
し
た
３
分
の
１
の
局
面
だ
け
選

ん
で
、
下
げ
局
面
で
は
買
い
、
上
げ
局
面

で
は
売
る
逆
張
り
投
資
で
あ
る
。

ま
た
、
例
月
の
定
額
に
対
す
る
買
い
増

し
、
あ
る
い
は
売
越
額
の
倍
率
は
任
意
で

あ
り
、
比
率
を
５
倍
か
ら
下

げ
る
と
定
額
積
立
に
対
す
る

リ
タ
ー
ン
の
向
上
度
は
低
下

す
る
。　
一
方
、
比
率
を
上
げ

る
と
株
式
の
保
有
残
高
を
全

部
売
り
切

っ
て
し
ま
う
期
間

が
生
じ
る
。
空
売
り
を
想
定

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
投
資
が

継
続
し
な
く
な
る
。

こ
の
修
正
積
立
法
が
、
ど

の
よ
う
な
売
買
を
行

っ
た
か
、

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ

、い′′。①
買
い
増
し
局
面

】
０２
年

１０
月
～
０３
年
５
月

②
売
り
局
面

¨
０５
年
１０
月
～
０７
年
７
月

③
買
い
増
し
局
面

¨
０８
年
１０
月
～
Ｈ
年

‐２
月④

売
り
局
面

¨
１３
年
９
月
～
１５
年
１２
月

以
上
、

１６
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
２
回
の
買

い
増
し
と
売
り
局
面
が
あ
っ
た
。

こ
の
修
正
積
立
法
は
各
種
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
だ
が
、
筆
者
自
身
、
個
人

投
資
家
と
し
て
こ
う
し
た
仕
組
み
で
長
期

投
資
の
リ
タ
ー
ン
が
上
が
る
こ
と
に
気
が

付
い
た
の
は
過
去
１０
年
ほ
ど
の
こ
と
だ
。

２
０
０
０
年
代
前
半
ま
で
は
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
た
が
、

過
去
１０
年
ほ
ど
は
お
お

む
ね
こ
の
修
正
積
立
法

の
シ
グ
ナ
ル
に
近
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
株
式
保
有

残
高
の
増
減
を
調
整
し

て
い
る
。

詳
細
は
字
数
の
制
約

で
省
略
す
る
が
、
積
立

投
資
の
よ
う
に
投
資
時

点
を
分
散
し
て
投
資
タ

イ
ミ
ン
グ
の
リ
ス
ク
を

平
準
化
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
る
時
点
で

一
括

し
て
投
資
す
る
場
合
も
、

こ
の
投
資
手
法
は
有
効

で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、　
一
括
し
て
投
資

す
る
時
点
の
相
場
水
準
に
投
資
リ
タ
ー
ン

は
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
安
値
圏
で

買
い
増
し
、
高
値
圏
で
売
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
売
買
収
益
の
分
だ
け
、
投
資
リ
タ
ー

ン
は
向
上
す
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
大
局
的
な
逆
張
り
手

法
が
有
効
な
の
は
株
価
指
数
を
使

っ
た
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
投
資
だ
か
ら
で
あ
る
。
個
別

株
の
逆
張
り
手
法
は
、
リ
ス
ク
が
高
く
て

報
わ
れ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
株
価

指
数
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

が
、
個
別
株
は
企
業
破
綻
で
無
価
値
に
な

〈図表3〉定額積立投資法、円べ〒スS&P500
(単位 :円 )
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〈図表4)丁OPiXに よる修正積立投資法
(5年移動平均からの乖離利用)
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る
か
ら
だ
。

修

正
積

立

法

の
限

界

こ
の
修
正
積
立
法
の
限
界
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
定
額
積
立
投
資

と
違

っ
て
、
買
い
増
す
局
面
で
は
追
加
資

金
の
調
達
が
、
売
る
局
面
で
は
売

っ
て
得

た
余
剰
資
金
の
運
用
が
問
題
と
な
る
。
特

に
売
り
局
面
で
得
た
資
金
を
現
金
で
保
有

し
て
い
る
だ
け
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

全
体
の
リ
タ
ー
ン
は
下
が
っ
て
し
ま
う
。

先
の
Ｉ
Ｒ
Ｒ
の
計
算
は
株
式
に
投
資
さ
れ

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
だ
け
で
計
算
し
た

も
の
で
あ
り
、
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
全
体
の

リ
タ
ー
ン
で
は
な
い
。

こ
の
問
題

へ
の
対
応
は
各
様
に
あ
り
得

る
が
、
筆
者
の
場
合
は
不
況
期
に
借
り
入

れ
を
伴
う

マ
ン
シ
ョ
ン
投
資
を
し
て
い
る

の
で
、
売
り
局
面
で
生
じ
た
余
剰
資
金
は

既
存

ロ
ー
ン
の
返
済
に
充
当
す
る
こ
と
で

調
整
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
上
げ

相
場
の
お
か
げ
で
、
既
存
の
ロ
ー
ン
は
完

済
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
１
９
８
０
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル

期
の
日
本
株
、
あ
る
い
は
９０
年
代
後
半
の

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
期
の
米
国
株
の
よ
う
に
、
数

年
に
も
わ
た
っ
て
株
価
が
急
速
か
つ
一
方

的
に
上
昇
す
る
局
面
で
は
、
定
額
積
立
法

に
比
べ
て
リ
タ
ー
ン
は
劣
後
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
定
額
積
立
投
資
は
投
資
残
高
を

１
０
０
％
維
持
し
な
が
ら
定
額
を
買
い
続

け
る
が
、
修
正
積
立
法
は
上
げ
相
場
で
は

途
中
か
ら
売
り
に
転
じ
株
式
保
有
残
高
を

減
少
さ
せ
る
か
ら
だ
。
要
す
る
に
、
あ
ら

ゆ
る
相
場
状
況
に
万
能
の
売
買
ル
ー
ル
は

あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

逆
に
言
う
と
、
そ
う
し
た
大
バ
ブ
ル
の

局
面
が
な
く
、
株
価
が
景
気
変
動
を
反
映

し
て
大
き
く
上
下
動
す
る
相
場
環
境
が
続

く
限
り
、
こ
の
修
正
積
立
法
は
有
効
だ
。

ま
た
、
仮
に
日
本
で
も
イ
ン
フ
レ
率
や
名

日
経
済
成
長
率
の
底
上
げ
が
起
こ
り
、
日

本
株
が
今
後
長
期
的
な
上
昇
ト
レ
ン
ド
を

た
ど
る
場
合
も
、
移
動
平
均
は
５
年
で
計

算
し
て
い
る
の
で
、
過
去
の
大
バ
ブ
ル
期

の
よ
う
な

一
方
的
か
つ
急
速
な
上
げ
相
場

で
は
な
く
、
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
た
長

期
的
な
相
場
の
水
準
調
整
に
は
対
応
で
き

ラムυ。長
期
に
徹
し
切
れ
な
い
投
資
家

今
後
、
こ
の
種
の
手
法
が
投
資
信
託
な

ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
投
信

が
大
い
に
普
及
す
る
よ
う
な
こ
と
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
時
期
に
有
効
だ

っ
た
投
資
手
法
も
、
そ
れ
が
ま
ね
さ
れ
て

普
及
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
投
資
手

法
の
有
効
性
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
、
相
場
予
測
の

「自
己
言
及
性
」
と

呼
ば
れ
る
原
理
か
ら
導
か
れ
る
必
然
で
あ

り
、
短
期
的
な
投
資
現
象
に
は
実
に
よ
く

当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
長
期
投
資
で
は

必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
の
第

一
は
、
金
融
機
関
の
営

業
ス
タ
イ
ル
が
個
人
投
資
家
の
長
期
の
資

産
形
成
に
コ
ミ
ッ
ト
せ
ず
、
毎
期
の
利
益

だ
け
を
追
い
掛
け
て
い
る
か
ら
だ
。
第
二

の
理
由
は
、
個
人
投
資
家
サ
イ
ド
の
事
情

で
あ
り
、
や
は
り
本
当
に
長
期
で
資
産
形

成
を
志
向
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
て
い
る
方
は
実

に
少
な
い
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
多
少
知
恵
の
あ
る
方
で
も
、

投
信
の
選
択
で
は
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
社

の
サ
イ
ト
な
ど
で
過
去
１
年
、
あ
る
い
は

３
年
程
度

の
投
資

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

（主
に
リ
タ
ー
ン
）
の
高

い
フ
ァ
ン
ド
を

選
ぶ
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
が
間
違
い
の
も

と
だ
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
既
述
の
通
り

こ
の
修
正
積
立
法
は
相
場
の
上
げ
局
面
で

は
、
途
中
か
ら
売
り
始
め
、
資
金
を

一
部

キ
ャ
ッ
シ
ュ
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
、
資
金

を
全
額
株
式
に
投
じ
て
い
る
投
信
に
リ
タ

ー
ン
で
必
ず
劣
後
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
個
人
投
資
家
が
株

式
投
信
に
関
心
を
示
す
の
は
、
ま
さ
に
こ

う
し
た
相
場
の
上
げ
局
面
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
と
き
に

一
番
リ
タ
ー
ン
の
高
い

投
信
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
の
で
、
こ
の
種

の
長
期
逆
張
り
手
法
を
導
入
し
た
投
信
は

な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
。

逆
に
、
こ
の
修
正
積
立
法
の
優
位
性
が

際
立
つ
の
は
、
相
場
の
下
げ
局
面
で
あ
る
。

多
く
の
投
信
が
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
リ
タ
ー

ン
に
な
っ
て
い
る
下
げ
局
面
で
、
高
値
圏

で

一
部
で
も
売
る
長
期
逆
張
り
投
資
の
マ

イ
ナ
ス
幅
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
相
場
の

下
げ
局
面
で
は
多
く
の
投
資
家
は
追
加
投

資

へ
の
意
欲
を
失

っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ス

幅
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
魅
力
的

に
す
ら
感
じ
ら
れ
ず
、
や
は
り
な
か
な
か

選
ば
れ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
傾
向
も
、
全
て
過

去
の
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
の
人
工
知
能
を

利
用
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

・
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
は
、
高
速
取
引
で
超
短
期
の
売
買
益

を
累
積
さ
せ
る
こ
と
を
狙

っ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
人
工
知
能

に
よ
る
相
場
解
析
が

一
層
発
展
す
れ
ば
、

長
期
投
資
の
分
野
に
も
変
革
を
生
み
出
し
、

筆
者
が
本
稿
で
提
示
し
た
よ
う
な
長
期
逆

張
り
手
法
も
さ
ま
ざ
ま
に
開
発
さ
れ
、
投

資
家
の
間
に
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
こ
と
自
体
が
、
最
終
的
に
は
長
期
逆
張

り
手
法
の
効
果
を
消
し
去
る
と
い
う
皮
肉

な
結
果
を
も
た
ら
す
の
だ
が
、
過
剰
な
相

―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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出
生
率
の
回
復
は
本
物
か

厚
生
労
働
省

「人
口
動
態
統
計
」
に
よ

る
と
、
２
０
１
５
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（１
人
の
女
性
が
平
均
的
に
産
む
子
ど
も

の
数
）
は
１

・
４６
と
な
り
、
前
年

（１

・

４２
）
よ
り
や
や
上
昇
し
た
。
日
本
の
出
生

率
は
０５
年
に
１

。
２６
ま
で
低
下
し
た
が
、

そ
の
後
緩
や
か
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

出
生
率
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
日
本
の
少

子
化
は
最
悪
期
を
脱
し
た
と
言
え
そ
う
だ
。

出
生
率
が
回
復
し
て
き
た
背
景
と
し
て
は
、

政
策
要
因
と
景
気
要
因
の
二
つ
が
考
え
ら

れ
る
。

政
策
要
因
と
し
て
は
、
社
会
全
体
の
子

育
て
支
援

へ
の
動
き
が
効
果
を
表
ｔ
始
め

た
可
能
性
が
あ
る
。
国
、
地
方
政
府
の
子

育
て
支
援
は
前
進
し
て
お
り
、
企
業
も
、

子
育
て
と
就
業
の
両
立
支
援
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
保
育
は

増
大
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
切
れ
て
お
ら
ず
、

待
機
児
童
は
な
か
な
か
減
ら
な
い
こ
と
も

事
実
だ
。
し
か
し
、
待
機
児
童
が
増
え
て

い
る
の
は
、
供
給
以
上
に
需
要
が
増
え
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
働
き
な
が
ら

子
育
て
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

鷲
濾

一
〓
■
一

， ｔ
，

・一一一一一一・・卜一一一一^一
〓， ・

景
気
要
因
と
し
て
は
、

１４
年
以
降
の
人

手
不
足
の
中
で
、
労
働
条
件
が
改
善
し
て

き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
男

性
の
結
婚
の
状
況
を
見
る
と
、
非
正
規
の

男
性
は
正
規
雇
用
の
男
性
に
比
べ
て
結
婚

率
が
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
生
活

基
盤
が
安
定
し
て
い
な
い
と
、
結
婚
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、

一雇
用
情
勢
は
逼
迫
状
態
が
続
い
て
お
り
、

新
卒
者
の
就
職
状
況
も
か
な
り
改
善
し
て

き
た
。
こ
れ
が
若
年
層
の
将
来
不
安
を
減

少
さ
せ
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
を
も
た
ら

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
出
生
率
低
迷
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
こ
と
は
明
る
い
材
料
だ
が
、
ま
だ

安
心
す
る
の
は
早
い
。

第
１
に
、
晩
産
化
に
よ
っ
て
見
か
け
上

の
出
生
率
が
上
昇
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
あ
る

一
時
点

で
の
年
齢
別
の
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
す
る
と
、
晩
産
化
の
初
期
に
は

一
時
的
に
出
生
率
は
低
下
し
、
そ
の
晩
産

化
で
子
供
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

出
生
率
が
上
昇
す
る
。

１５
年
の
年
齢
階
層

別
出
生
率
を
前
年
と
比
較
し
て
み
る
と
、

特
に
３０
代
前
半
、
同
後
半
の
出
生
率
が
上

昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
晩
産
化

が
出
生
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
今
後
よ
り
若
い
層
で
出
生
率

が
高
ま
ら
な
い
と
、
出
生
率

の
回
復
は

一

時
的
な
も
の
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
２
に
、
回
復
し
た
と
は
い
え
、
出
生

率
の
水
準
は
ま
だ
か
な
り
低
い
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク

ス
の
新
３
本

の
矢

で
は
、
出
生
率

１

・
８
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

希
望
す
る
結
婚
と
子
供
の
数
が
実
現
し
た

場
合
の
出
生
率
で

「希
望
出
生
率
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
１

・
８
ま
で
達
す
る

に
は
ま
だ
か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
１

・
８
で
も
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、　
一
定
規

模

の
人
口
を
保

つ
の
に
必
要
な
出
生
率

（置
き
換
え
水
準
）
は
、
２

・
０７
で
あ
る
。

１

・
８
は
こ
の
置
き
換
え
水
準
よ
り
か
な

り
低
い
の
で
、
仮
に
１

・
８
が
実
現
し
て

も
、
日
本
の
人
口
は
減
り
続
け
る
。

出
生
率
が
多
少
上
が
っ
た
か
ら
と
い
つ

て
油
断
せ
ず
、
政
府
も
企
業
も
子
育
て
に

優
し
い
環
境
を
整
備
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
だ
。

場
変
動
が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は

望
ま
し
い
。

も

っ
と
も
、
投
資
家
意
識
の
変
革
を
必

要
と
す
る
そ
う
し
た
状
況
に
な
る
ま
で
は
、

ま
だ
か
な
り
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
、

筆
者
は
当
分
の
間
は
こ
の
修
正
積
立
法
が

示
す
シ
グ
ナ
ル
を
参
考
に
株
式
投
資
残
高

を
操
作
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

最
後
に
、
現
状
で
の
ス
タ
ン
ス
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

１６
年
４
月
末
時
点
の
修
正

積
立
法
の
示
す
シ
グ
ナ
ル
は
、
売
り
で
も

買
い
で
も
な
く
中
立
で
あ
る
。
図
表
４
が

示
す
株
式
投
資
残
高
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら

累
積
投
資
額
ベ
ー
ス
で
は
約
半
減
、
資
産

時
価
総
額
ベ
ー
ス
で
は
２５
％
減
と
な
っ
て

い
る
。
筆
者
自
身
は
昨
年
の
時
点
で
累
積

投
資
額
ベ
ー
ス
で
は
ピ
ー
ク
時
の
３
割
程

度
に
減
ら
し
、
４
月
の
乱
高
下
で
も
様
子

見
を
決
め
込
ん
で
い
る
。

毎
期
稼
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
金
融
機

関
の
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
と
違
う

一

般
個
人
投
資
家
の
最
大
の
優
位
点
は
、
割

安
感
で
も
割
高
感
で
も
な
い
よ
う
な
レ
ン

ジ
で
は
中
途
半
端
に
手
を
出
さ
ず
に
、
１

年
で
も
２
年
で
も
体
ん
で
い
ら
れ
る
こ
と

だ
。
次
に
日
本
株
の
買
い
に
動
く
の
は
、

こ
の
修
正
積
立
法
の
シ
グ
ナ
ル
を
見
る
か

ぎ
り
、
恐
ら
く
次
の
景
気
後
退
時
に
な
る

だ
ろ
う
。
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